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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月29日(2010.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホスファチジルコリン（ＰＣ）、ホスファチジルイノシトール（ＰＩ）およびコレステ
ロールを含む脂質粒子であって、
ＰＣのＰＩに対する比率が７０：３０から３０：７０の間であり、且つコレステロールが
ＰＣおよびＰＩを合わせたものの１から３３％の間で存在し、
前記粒子のサイズは４０から１４０ｎｍの間である、脂質粒子。
【請求項２】
　ＰＣのＰＩに対する比率が６０：４０から４０：６０の間である請求項１に記載の粒子
。
【請求項３】
　ＰＣのＰＩに対する比率が５０：５０であり、且つコレステロールはＰＣおよびＰＩを
合わせたものの５－１５％の間である請求項２に記載の粒子。
【請求項４】
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　ＰＣおよびＰＩの各アシル鎖が独立して１２個から２２個の炭素原子を有し、且つ飽和
または不飽和である請求項１に記載の粒子。
【請求項５】
　粒子が凍結乾燥形態で存在する請求項１に記載の粒子。
【請求項６】
　ＰＩが大豆ＰＩであり、そしてＰＣが卵ＰＣである請求項１に記載の粒子。
【請求項７】
　請求項１に記載の脂質粒子を含み、且つ、当該脂質粒子と会合した一以上の治療薬をさ
らに含む組成物であって、前記治療薬はペプチド、ポリペプチドまたはタンパク質であり
、当該治療薬の免疫原性が低下している組成物。
【請求項８】
　治療薬が血液凝固カスケードに関与するタンパク質である請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　治療薬が第ＶＩＩＩ因子、第ＶＩＩ因子、第ＩＸ因子、第Ｖ因子、ウィルブランド因子
（ｖＷＦ）およびフォンヘルデブラント因子（ｖＨＦ）からなる群から選択される請求項
８に記載の組成物。
【請求項１０】
　治療薬が組織プラスミノーゲンアクチベーター、インスリン、成長ホルモン、エリスロ
ポエチンアルファ、ＶＥＧ－Ｆ、トロンボポエチンおよびリゾチームからなる群から選択
される請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
　脂質粒子の少なくとも５０％、６０％、７０％、８０％または９０％が４０から１００
ｎｍの間のサイズである請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　脂質粒子のサイズが８０ｎｍから１００ｎｍの間である請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　ペプチド、ポリペプチドまたはタンパク質からなる群から選択される治療薬の免疫原性
を低下させる方法であって
　ａ）ＰＣ、ＰＩおよびコレステロールを含む多重膜ベシクルを定寸装置を通して押し出
して１４０ｎｍ未満の脂質粒子を形成することにより請求項１に記載の脂質粒子を調製す
る工程；ならびに
　ｂ）治療薬を工程ａ）で調製された脂質粒子と混合し、治療薬の免疫原性を低下させる
工程
を含む方法。
【請求項１４】
　ヒト以外の哺乳類の血液凝固疾患を治療するための組成物の使用であって、
前記組成物が、脂質粒子と当該粒子と会合した一以上の治療薬を含み、
前記脂質粒子は、ホスファチジルコリン（ＰＣ）、ホスファチジルイノシトール（ＰＩ）
およびコレステロールを含み、ＰＣのＰＩに対する比率が７０：３０から３０：７０の間
であり、且つコレステロールがＰＣおよびＰＩを合わせたものの１から３３％の間で存在
し、
前記粒子のサイズは４０から１４０ｎｍの間である、組成物の使用。
【請求項１５】
　治療薬が第ＶＩＩＩ因子、第ＶＩＩ因子、第ＩＸ因子、第Ｖ因子、ウィルブランド因子
（ｖＷＦ）およびフォンヘルデブラント因子（ｖＨＦ）からなる群から選択される請求項
１４に記載の組成物の使用。
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